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[Purpose] The purpose of this study is to analyze the influence of the scapulothoracic joint on the ro・

tator cuff function using integrated electromyography. 

[Materials and Methods] Ten shoulders of ten young males who were diagnosed as having dysfunction 

of scapulothoracic joint with rscapula-45J radiography and resisted abduction and external rotation 

test . The activities of the supraspinatus , infraspinatus, deltoid , and biceps were evaluated 

electromyographically with the loads at 45 degrees elevated position in the scapular plane. 

Subsequently the activity of these muscles was collected with a manual assist to the scapulothoracic 

function. The EMG activity was expressed as a percentage of the Max MMT (%MMT). 

[Results] The EMG activity increased with the load in all the cases. In 8 0% of the total cases, the re­

lationship between the supraspinatus and deltoid did not change irrespective of the load (deltoid/sup­

uraspinatus= 1 /1.3) without manual assistance. The %MMT of the supraspinatus and deltoid of these 

cases showed a significant difference between the activity with and that without manual assistance. The 

t巴ndency was remarkable at 3kg load. In 20% of the total cases, a dysfunction of rotator cuff was 

noted. 

[Conclusion] The results suggest the function of scapulothoracic joint has an effect on the rotator cuff 

function. 

Key words：肩甲胸郭関節機能(function of Scapulothoracic joint）臆板機能（rotator cuff function) 

積分筋電図（integrated EMG) 

梅原稿受付H 1998＞ド1Hl30H受付

-373-



τ'he Should，町Joint, V。1.23, th 3. 373-376, 1999. 

は じ め に

肩関節機能の基盤となる肩甲胸郭関節機能（以下肩甲

帯機能）は重要であるが． 肩甲帯機能が臆板機能に及ぼ

す影響を客観的に評価することは難しい． 今回我々は，

肩甲帯機能が腿板機能に及ぼす影響を， 筋電図学的に客

観的な評価を試みたので報告する．

対象と方法

対象はrscapula-45J撮影引上Scapula index, S­

Tindexが低値を示したもの， およぴ外転運動， 外転時

での等尺性抵抗運動において肩甲骨が内転， 下方回旋す

るものを肩甲帯機能不全H， 特に肩甲骨の上方回旋不良

例と診断した男性1 0例1 0関節， 全例利き手側， 年齢19-

28 才（平均23.4才）である． 筋電図の測定肢位は， 椅子

での座位にてscapular plane上45度挙上位を保持させ

た状態で， 負荷量は無負荷と3 kg負荷とした． 更にそ

れぞれの条件で， 徒手的に肩甲骨下角を押さえ肩甲骨の

内縁が脊柱に対して上方回旋するように補助することに

より， 肩甲骨上方図旋の補正を行った．被験筋は練上筋，

糠下筋， 三角筋中部線維， 上腕二頭筋の 4筋とし， 練上

筋は針電極， 他の3 筋は表面電極を用い 5秒間の筋活動

電位を測定し， 表 1 に示す条件で得られた筋電値を積分

処理した． 得られた積分値を， 各筋の徒手筋力テストの

肢位より算出した最大収縮時積分値（Max MMT）で

除した値を%で標準化した%MMTで表現した． 得られ

た%MMTを肩甲骨の補正前後で比較検討した．

EMG Analysis 
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表1 積分筋電図の解析方法

結 果

肩甲骨の補正前では全ての症例で， 負荷の増加に伴う

筋活動電位の増加が認められたが， 上腕二頭筋， 練下筋

の%MMTは負荷前後で有意な増加は認められなかった
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図1 肩甲骨補正前における負荷の増加による各筋の
%MMTの比較

（図 1）. また， 負荷の有無にかかわらず， 三角筋に対す

る練上筋の棺対催は80%の症例で1対1.3と保たれていた

（図2-A）. しかし20%の症例では筋電図上， 負荷の有

無に関わらず線上筋と三角筋の比が逆転しており（図2-

B）， 臆板機能不全と判断したため， これらの定例を除

外した． 臆板機能が正常と判断した 8例を肩甲骨上方回

旋の補正前後で比較すると， 無負荷では練上筋， 三角筋

は肩甲骨上方面旋補正後で%MMTは低下していたが，

各筋共に肩甲骨の補正前後で%MMTに統計学的有意羨

は認められなかった（図3 ) .  3 kg負荷では肩甲骨補正

前後で上腕二頭筋， 棟上筋の%MMTは統計学的有意差
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図2-A肩甲補正前の三角筋と線上筋の%MMT
図2-B腿板機能不全例の三角筋と糠上筋の%MMT
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は認められなかったが．締上筋， 三角筋はともに肩甲骨

の上方回旋補正後で%MMTは有意に低下していた （図

4 ) .  
100. 
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図4 scapular plane上45度挙上位3 kε負荷での各筋
の%MMT-（肩甲骨補正前後での比較）

考 察

肩甲上腕関節の土台となる肩甲胸郭関節機能は重要で、

あり， 肩甲胸郭関節機能が肩甲上腕関節機能に大きな影

響を及ぼすことは容易に想像できる6）. 近年， 肩関節周

囲筋に対する種々の筋電図学的検討！）引がなされている

が． そ のほとんどは， 腿板， 肩甲帯周囲筋， 上腕二頭筋

などに限られており， 肩甲胸郭関節機能が肩甲上腕関節

機能（特に腿板機能）に及ぼす影響を筋電図学的に評価

した文献は我々が検索した 限りでは見あたらない．

我々も1991年より． 腿板， 肩甲帯周閤筋， 上腕二頭筋

などに対して筋電図学的に検討し， 鍵板を構成する各筋

に棺互の代償作用がありfunctional unitとし作用する

こと， 上腕二頭筋にstabilizerとしての機能があること．

腿板を中心とした inner musclesと三角筋， 大胸筋な

どに代表されるouter musclesとの筋活動のバランス

の重要性などを評価してきた 3)4) 5) 8 )10)
. 

また ， 著者らは肩甲胸郭関節機能不全例に対し． 肩甲

胸郭関節の訓練のみを行う ことにより， 肩甲胸郭関節の

みでなく， 臆板機能の向上も得られた ことを『Scapula

45J撮影9）を用い客観的に評価し報告した7).

今回， 肩甲骨の上方回旋不良例を検 討し た結果，

scapular plane上.45度挙t佼無負荷では， 肩甲骨の補

正前後で比較して%MMTに統計学的有意差は認めなかっ

たが， 3 kg負荷ではJrcj甲骨の補正前と比較して補正後

で， 赫上筋， 三角筋ともに有意に%MMTの低下を認め

た．

この事はscapular plam＇卜45度挙上位で， 肩甲骨の

上方回旋不良例は， 骨vnは関白fl�訴に支えられず， ぶらF
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がった状態であり． 骨頭を関節禽に引き寄せる肩関節周

囲筋群， 特に健板に大きな負荷が強いられる結果と考え

られる． 即ち， 肩目甲骨の上方回旋不良例では臆板S， 三

角筋D， 上肢重量Wによって生じる上腕骨から関節簡に

向かう 合力であるreaction force R2は， 肩甲骨が上方

回旋している状態でのreaction force Rlより小さくな

る． この傾向は上肢重量が3 kg負荷させた状態ではよ

り強くなり， R1と同等のreaction force R2を得るた

めにはより大きな腿板筋力， 三角筋力が必要となるため

と考えられる（図 5 ) .  

肩甲骨の上方図簾正常例 肩甲骨の上方回旋不良例

ιQt 
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Rl•WXsinQt+DXc回Qd+S×同時， Rl罵－w×，inQt+D×e曲Qd+sx相時s

図5 肩甲骨の動きが肩甲上腕関節（特に健板機能）
に及ぼす影響. D : deltoid muscle force S : rotat 
or cuff muscle force W : weight of the upper 
arm RL 2 : compression component （文献5) 6) 
より引用）

今回の検討より， scapular plane上45度挙上位での

肩甲骨の動きが， 主動作筋である練上筋， 三角筋中部線

維の筋活動に影響を及ぼしていたと考えられた． この事

より， 肩甲胸郭関節機能が健板機能の効率に深く関与し

ていると考えられ， 騰板機能を効率よく高めるためには

肩甲胸郭関節機能を評価することが重要であると考える．
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